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は　し　が　き
胸腺リンパ球は骨髄由来の造血幹細胞が胸腺に移入し､増殖･分化･成熟するo胸
腺リンパ球分化の最も重要な問題の一つはその｢選択機構｣がいまだに明確になってい
ないことにある｡ T細胞抗原受容体(TCR)の発現と選択機構との関係は時系列的には
どのようになっているのか､ TCRαβとTCR78の分離はいかなる機構で行われるのか､
自己反応性のクローンがどのように排除されるか､適切に分化･成熟するものはどのよ
うにポジティブなシグナルを周囲から受け取るのか､ cmやCD8陽性細胞の振り分け
(cm:CD8-2･. 1)はどのような機構によって行われるのかo
そうした｢選択機構｣を明らかにする目的で､ ｢選択機構｣に直面する｢選択｣直
前の胸腺リンパ球を同定することが､選択機構の解明に向けての重要な｢鍵｣となる｡
この目的を達成する一つの手投として､われわれは､胸腺リンパ球の分化がその大きさ
と表面マーカーの発現によって数種の分化投階に識別できることを利用して､セルソ~
タ一により異なる分化段階の胸腺リンパ球を分画･分取し､形態学的に解析を進めてき
た｡
今回はこの長期的なプロジェクトをさらに進めるために､これまで形態的にも同定
できた｢選択｣直前あるいは｢選択｣前後の段階の胸腺リンパ球を分画･分取しそれら
について特異的に発現される遺伝子(再配列活性化遺伝子[RAGl,RAG2] ､プレTCR
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遺伝子[pTα] ､ TCR遺伝子[TCRα, TCRβ, TCR†, TCR8] ､ TCR関連表面抗原遺伝子
[cD3] ､およびC-kit,臥-2受容体β鎖遺伝子[m-2Rβ] )の解析を計画した｡また
｢選択｣直前あるいは｢選択｣前後の段階の胸腺リンパ球を分画･分取する過程で､分
画･分取する際に用いられる表面マーカーとその発現を解析するアプリケーションの連
係が必ずしも満足のいくものではない現状に直面し､少なくともアプリケーションを改
善すれば､胸腺リンパ球の分画･分取に当たって大きな展開になるのではないかと考え
るようになった｡
改善されたアプリケーションによる胸腺リンパ球の分画･分取により､これまでは
あまり注目されなかった分化段階の亜群がいくつも同定できた｡それらをT細胞抗原受
容体(TCR)の発現とcD4やCD8の発現を軸に解析を続けているが､きわめて興味深
い分化の経路図が明らかになりつつある｡この検索を行うことにより得られる知見は､
｢選択｣直前あるいは｢選択｣前後の段階の胸腺リンパ球を確実に同定するための重要
な情報となる｡
最後に､本課題遂行のために､日本学術振興会より2年間にわたって貴重な研究補
助を受け､研究が大幅に推進できたことに対し､衷心からの感謝を申し上げます｡
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